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いつも明るく、元気いっぱいの煌太くん。「きらめ
きのある存在になってほしい」。煌太くんの名前に
は、両親のそんな願いが込められています。
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大好きなパパとママの間でごきげんな煌太くん
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働くことの大変さ、尊さを知る
　町内の３中学校では、毎年町内の事業所で
職場体験学習を行っています。総合的な学習
の一環として、働くことの大変さ、尊さを知
り、社会の一員となる自覚を深めることなど

プラス

　東中学校の佐藤未
み

悠
ゆ

さん（３年）が、このほ
ど矢吹町で開かれた第 62 回県下中学校英語弁
論大会の創作部門で、４位に入賞しました。佐
藤さんは 18 日、須佐一夫校長、渡部真喜子教
諭と共に町役場を訪れ、前後公町長に結果を報
告しました。佐藤さんは「今後も英語を勉強し
て、将来に生かしていきたいです」と話しまし
た。前後町長は「努力のたまものだと思います。
お世話になった人への感謝を忘れず、今後も頑
張ってください」と活躍をたたえました。

町立猪苗代病院には３
人の生徒が訪れ、医療
現場におけるチーム
ワークの大切さなどに
ついて学びました。患
者さんの体拭きも３人
で協力して行いまし
た。

町立猪苗代病院

稲川酒造
稲川酒造を訪れたのは阿部
未夢さん１人だけでした
が、「それでもここに来た
かった」と阿部さん。「飲
む人の顔を思い浮かべなが
ら、心を込めて貼ってね」
と指導を受けながら、日本
酒のラベルを丁寧に貼りま
した。

を目的に行われています。
　猪苗代中学校の職場体験学習は９月 10、
11 の両日、町内 24 の事業所で行われ、２
年生 87 人がさまざまな仕事を体験しました。

父が杜
とう

氏
じ

をしていることもあ
り、学習先をここに決めまし
た。体験してみて、将来はお
酒づくりにかかわっていきた
いと思いました。
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大変だけど、やりがいのある仕事
だと思いました。看護師になると
いう夢に向かって頑張ろうと、あ
らためて思いました。（後藤さん）
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猪苗代消防署
消防署には７人の男子生徒
が訪れ、放水訓練や救命講
習などに真剣に取り組みま
した。「放水始め」などの
声が小さいと、「もう１回」
とやり直し。命がかかる現
場でのコミュニケーション
の大切さなどを学びまし
た。

消防士の人たちが頑張って、
みんなの命を守ってくれてい
ることがよくわかりました。
消防士になりたいという気持
ちがより強くなりました。
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佐藤未悠さんが県で４位に 一人でも多くの命を救うため

　猪苗代養護学校は９月 12 日、第一生命保険
にペットボトルキャップ約 8500 個を寄託しま
した。このキャップは、資源の再利用などを図
るため、同校の生徒らが回収したものです。贈
呈式は同日、同校で行われ、生徒会の永井一希
会長、五十嵐光副会長と大庭靖史副会長が第一
生命保険福島支社の大岡義一会津ブロック営業
部長ら３人にキャップを手渡しました。キャッ
プはポリオワクチンに換えられ、途上国の子ど
もたちに届けられます。

猪苗代中職場体験学習


